
 
一学期を無事終了＊終業式 

 春、桜の季節から始まった一学期を無事に終え、7 月 16 日（金）に一学期終業式を行いました。コロナ禍

ではありますが、保護者や地域の方々にもお支えいただき、工夫をしながら行事等も行うことができました。 

ご支援･ご協力をいただきまして、ありがとうございました。 
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                                  一学期終業式 校長講話 

 

 まだまだ新型コロナウイルス感染症の感染防止の対策をしながらの学校生活が続きますが，昨年度と異なり，この

１学期には中体連の東信大会を実施することができました。また，７月１８日には先ほど壮行演奏を行った吹奏楽部

のコンクールが実施されます。７月１３，１４日は，２年生と１年生がそれぞれ日帰りですが，八ヶ岳登山に行くことがで

きました。そして，７月１９日から３年生の北陸３県への修学旅行です。まだまだコロナ禍にあって制約がある中です

が，工夫を重ねながら中学生の皆さんにとって，とても大切な行事等を実施することができて本当にうれしく思いま

す。その中で見ることができた笑顔や涙は，皆さんにとってかけがえのない財産となることでしょう。中学生の皆さんに

とっての中学校での１年間は，大人のそれとは全く違ってかけがえのないものだと私は思っています。 

３年生が来週修学旅行に行く関係で，今日終業式を行いますが，１学期は来週の水曜日までとなっています。いよ

いよ開幕する東京オリンピックの関係もあり，少し変則的になってしまっていますが，29 日間の充実した夏休みにして

ください。 

 

 

その東京オリンピックですが，長野県でも現在いくつかの国のトップアスリートの方々が事前合宿を行っています。 

また，マラソンの大迫選手やバドミントンの奥原選手，フェンシングの西藤選手等をはじめ長野県にゆかりのある選手

も出場します。コロナ禍にあって，オリンピックで活躍する世界一流のアスリートの躍動する姿を，今日現在，日本全

体で応援する雰囲気にないことがとても残念でなりませんが，私は各国の選手が力一杯本気で打ち込む姿を楽しみ

にしています。 「みなさんに応援されて，一生懸命やってきました。」という選手が多いですね。だからこそ，応援され

づらいこの状況は選手の誰もが辛かったことと思います。私たちは，一人の人間が一生懸命やっていることに感動し

ます。もちろんその感動は，人種や国籍を越えます。この夏，その感動を素直に感じたいと思っています。 

 

 

 最後に，もう一つ，夏休み中に皆さんに心がけてほしいことをお話します。それは，自分のそして仲間の命を大切に

してください。守ってください，ということです。これは，１学期の始業式にも皆さんに話したことです。 

夏の時期は，川や海での水の事故，そして交通事故などはどうしても多くなってしまう傾向にあります。熱中症のリ

スクも高くなります。お互いに十分気をつけましょう。新型コロナウイルス感染症の影響もあって，昨年世界の多くの

国々で，死者数が前年よりも増加しました。しかし，日本は約 8,000 人減少しました。とても珍しいことが実は起きたの

です。けれどもそんな日本にあっても，８月と９月の２ケ月間だけは前年の同じ月を上回る死亡者数となりました。日本

全体で常にマスクをするような生活様式となり，熱中症が原因とみられる死亡者数が増えたことが推測できます。長野

県における新型コロナウイルス感染症に関わって，昨日時点でのＰＣＲ検査の陽性者数の１年間以上にわたる累計

は 5,071 人で，死亡者数は 94 人です。６月１日現在の長野県の総人口は 2,023,439 人です。割合で考えてみると，

長野県民の約 0.25％と 0.0046％となります。つまり，99.75％の人はまだ新型コロナウイルス感染症のＰＣＲ陽性者と

なっていません。99.9954％は新型コロナウイルス感染症が原因で亡くなっていません。新型コロナウイルス感染症予

防のため，マスクは大変有効ですが，何のためにマスクをしているのかをしっかり考えてください。どんな時や場所で

はマスクが必要で，どんな時や場所ではマスクはしていても意味がないか，熱中症予防のことを考えたらむしろしない

方がよいのか，自分自身で考え，正しく恐れていってほしいと考えます。 

「いってきます」と家を出て，「ただいま」と家に帰ってくることは実は決して当たり前のことではありません。それをぜ

ひ，当たり前にしてください。 では，８月 20日にまた，笑顔で皆さんと再会できることを楽しみにしています。 

コロナ禍にあっても工夫をしながら行事をおこなっています 

東京オリンピック “一生懸命”を応援したいですね 

正しく恐れ、自分自身で考え、命を大切にしてください 



□■□■□■□■□■□■□ 東信大会・コンクール結果 □■□■□■□■□■□■□ 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇◇◇８月の予定◇◇◇  変更につきましては，オクレンジャー等で連絡します。 

  ４日（水）義民太鼓練習            ２３日（月）１年発育測定  
 １０日（火）吹奏楽コンクール県大会     ２４日（火）２年発育測定・３年総合テスト①・県 SC 来校        
 １０日（火）～１６日（月）学校閉庁日      ２５日（水）３年発育測定・分析読解・義民太鼓練習 
 １３日（金）学校集金振替日          ２６日（木）音楽集会･生徒会･英検申込 
 ２０日（金）２学期始業式・図書館開館    ３１日（火）県 SC来校 
  

【６月26日（土）】野球 

青木･三中･南部 ０ー８ 小海○ 

【6月26日（土）】剣道 

＜男子団体＞青木０ｰ５小諸東○／青木１ｰ４六中○ 

＜女子団体＞青木0-5四中/青木１-４一中/青木２-３小諸東 

＜男子個人＞1回戦＜女子個人＞2回戦 

 

 

【６月26日（土）・27日（日）】男バレ        

○青木 25ｰ19・25ｰ12 佐久穂 /○青木  25- 8・25ｰ18 立科   

青木 17ｰ25・21-25 望月○ / 青木 22-25・21-25 一中○ 

                     

 【７月 18日（日）】吹奏楽 

吹奏楽コンクール東信大会 金賞 

県大会出場【8月 10日（火）】 

小中合同子ども会＊集団下校  7 月 6 日（火）、小中合同子ども会と集団下校を行いました。子ども

会では、夏休みを前に各地区での行事や夏ならではの危険箇所について確認をしました。集団下校では危険箇

所の確認をし、職員が写真を撮りながら下校しました。災害時、場合によって、小中合同での下校が必要にな

ることも考えられます。中学生は、自分自身の安全を確保しながら、併せて小学生の安全にも配慮して行動す

ることになります。日頃から、いざというときのことを考え、危険に対するシミュレーションをしましょう。

さて、青木村では、集団下校で撮った危険箇所の写真を元に検討し、必要な箇所に安全策を講じてくださるそ

うです。通学路をつかっている小中学生の意見を受け止めてくださる村の方々、ありがたいですね。 

２年生登山（7月 13日）   出発式の中で、統率係長の増田君からは、「安全で怪我の 

ない登山にしよう」「すれ違う人へ挨拶をしよう」という話があり、みんな元気に役場駐 

車場を出発しました。登山中は雨に降られてしまったようですが、役場に到着しバスから 

降りてくる 2年生の表情からは、充実した様子が感じられました。いつもと違う環境の中、 

自然や仲間の姿から、新しい発見や感動はあったでしょうか。 

１年生登山（７月 14日）  前夜は大雨で雷が鳴り響いていた青木村でしたが、集合時に 

は雨がすっかり上がっていました。登山中には雨が降りましたが、事故もなく全員元気に 

帰校しました。各係がしっかりと役割を果たし、お互いに支え合って活動できたことは、 

１年生にとって大きな成果です。 

３年生修学旅行（７月１９～２１日）   ２年生の                ＜富山湾クルーズ＞ 

頃から時間をかけて、生徒たち自身が企画を考え、 

準備してきた、北陸３県（福井、石川、富山）への 

修学旅行です。コロナ禍にあり、計画通り実施でき 

るか心配しましたが、実施可能な状況となり、また 

しっかりと感染対策をおこない、実現することがで 

きました。詳しい様子については、８月号でお伝え 

することとします。                        ＜化石発掘＞                 

職場体験事前学習会（２学年）   ７月 19日（月）に、６つの事業所から講師 

を招いて、秋に行われる職場体験学習に向けた出前講座を行いました。6会場を設 

定し、生徒は興味のある職種の中から 2つを選び、前半と後半に分けてそれぞれの 

会場を回りました。ご協力いただいたのは、青木村内外の車販売、旅館、食品加工、 

図書館、保育園、リハビリに関わる職場の方々です。具体的な仕事の内容や仕事の 

やりがい、難しさなど、講師の方々のご経験を元にお話しいただきました。どの会 

場でも、真剣に話を聞く姿がありました。 

 


